
石井勲の漢字教室 双柿舎 Ⅲ 石井方式の疑問に答える 「石井方式」実践の心がまえ 

漢字カードによる一日三回の学習を実践していた者だが、初めの

うちは楽しんでやってくれていたが、この頃はカードを示しても見

ようとしない。こういう場合はどうしたら良いのか。 

 

子供は、本来、漢字を覚えることや読むことに、非常な興味を持っ

ているものです。だから、初めはどんなやり方をしても、おおむねうま

く行きます。 

しかし、おいしい御馳走でも毎日食べていますと、もう御免だという

気持になるように、毎日同じようにやっていたら、飽きるのが当たり前

というものです。とりわけ、この漢字学習を毎日しなければならない仕

事、義務のような形でしていたら、一層早くこれを嫌うようになります。 

マンネリズムに陥った毎日の課題にしてしまってはいけません。毎

日やることではあるが「今日は○○のお手伝をしてくれてお母さんは

とても助かったわ。今日もその御褒美として漢字遊びをしてあげましょ

うね」というように取り立てて、それからまず、お母さんが嬉しそうな表

情を顔いっぱいにして、生き生きとした態度で子供に向かうことが大

切です。 

そうすれば、子供も生き生きとそれに応じてくるでしょう。 

多分お母さんは、毎日しなければならない日課として、義務を果た

すような態度で子供に対しているのではないのでしょうか。それでは

子供の心も減入ってしまいます。 

食事に使う材料が毎回同じであっても、工夫して料理すれば飽き

がこないように、漢字学習も、いろいろ工夫して変化をつけ、興味が

持続するように努力することが必要です。しかし、何としても明るい雰

囲気作りが最も大切だと思います。 


